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１０月１８日（金）初めての校外学習となる、都内めぐりが実施されました。１６日（水）に行われた事

前指導では、実行委員長や各係長から、スローガン達成に向けた意気込みが語られました。先生たちからも

当日の注意事項や、ルールやマナーの確認のお話がありました。真剣な表情で話を聞き、一生懸命しおりに

メモを取る姿が見られました。 

 迎えた当日、曇り空の下、緊張と高揚で胸を膨らませ、都内めぐりが始まりました。チェックポイントで

は、「貨幣博物館でスタンプをたくさん押してもらった」「上野動物園でみんなで写真を撮った」などの楽

しい話を聞く一方で、「なんとかたどり着いた」「先生に会えて安心した」といった、安堵の声も聞こえま

した。 

 さて、今回の都内めぐりのスローガンは「めざせ！！東京マスター！～全力で学び、楽しみ、進化した自

分を手に入れよう～」でした。では、「進化」とはいったい何でしょうか。自分たちで電車に乗り、都内を

めぐることでしょうか。それとも、道に迷わずに目的地に到着することでしょうか。もちろんそれも「進化」 

の一つでしょう。しかし先生たちは、都内めぐりの過程にこそ、「進

化」があると考えています。 

都内めぐりまでの道のりは、決して平坦なものではなかったと思い

ます。コース決めの際も、見学時間や行き方、乗り換え方法などを、

みんなで試行錯誤して考えました。当日も、計画通りに行動するため

に、班員で協力しました。うまくいかないことや、予期せぬ事態もあ

ったでしょう。その過程で皆さんは、何を学びましたか。その答えが、

一人ひとりの「進化」になるのです。 

都内めぐりはまだ終わっていません。皆さんは今、事後学習に取り

組んでいます。校外学習を通して学んだことを、しっかりとまとめま

しょう。そして、これからの生活に生かしていきましょう。皆さんの

「進化」した姿を見られることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 夏休みの宿題にもなっていた読書感想文。「思い込みと向き合うには」が、優秀賞に選ばれ、東京都のコ

ンクールで佳作に入選しました。受賞者に喜びの声を聞かせてもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受賞者が選んだ本は、寺地はるなさんの『水を縫う』という本です。高校一年生の清澄が、自分や家族と

向き合い、ぶつかりながら、世の中の「普通」を踏み越えていく清々しい家族小説です。 

本には、人の考え方や人生を変える力があります。皆さんも多くの本と出会い、自分の世界を広げられる

と良いですね。 

 

 

 

 11 月 3 日（日）は文化の日です。東葛西中学校では 11 月 2 日（土）に校内作品展を開催します。日

ごろの授業で作った作品が体育館にずらりと並びます。1年生の作品だけでなく、2・3年生の先輩たちの

作品を見ることで、新たな魅力を感じることができるかもしれません。ぜひ保護者の方々も足を運んで 

いただきますようお願いいたします。詳細は次週の学年通信に記載させていただきます。 

 

 

月 日 曜 学校行事等 １ ２ ３ ４ 給 ５ ６ 

10 

28 月 放送朝礼 学 ② ③ ④ 〇 ⑤ ⑥ 

29 火 よむ YOMU         ⑥カット ① ② ③ ④ 〇 ⑤  

30 水 歯科指導 ① ② ③ ④ 〇 総  

31 木 作品展準備      45分 ⑤カット ① ② ③ ④ 〇 ⑥ 準 

11 
１ 金 作品展（1年生見学⑤⑥） ① ② ③ ④ 〇 総 学 

２ 土 作品展（月曜②～⑥の授業、片付け） ② ③ ④ ⑤ 〇 ⑥ 片 

 

受賞者にインタビュー！ 

Ｑ. 江戸川区読書感想文コンクール優秀賞を受賞した感想は？ 

Ａ. 自分の思いを文章にするのは難しく苦労したので、驚きま 

したが、とてもうれしかったです。 

 

Q. どんな思いでこの文章を書きましたか？ 

A. 普段の生活から、性別で色々なことを決められることに違和

感を感じていました。この本を読んで、共感することだけでな

く、新たな発見もあったので、そのことを書きたいと思いまし

た。 

 

Ｑ. この本をどんな人に読んでもらいたいですか？ 

A. 周りの意見が気になる人や、そうでない人、色々な人に読んで

もらいたいと思います。 

 


